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「えがおでつなぐ食・農・環境・まちづくり」宣言 

 

 

私たちは、令和４(2022)年１０月の東京都中野区での第１回、令和６(2024)年１１

月の茨城県常陸大宮市での第２回に続き、令和８(2026)年７月２５日、２６日の２日

間、ここ栃木県小山市に集って「えがおでつなぐ食・農・環境・まちづくり」をテー

マに第３回全国オーガニック給食フォーラム in 小山を開催しました。 

第１回のフォーラムが開催された前年の令和３(2021)年、政府は「みどりの食料シ

ステム戦略」を策定し、その中で２０５０年までに農地の２５％で有機農産物を生産

することを目標に掲げました。当時わずか０．６％の農地でしか有機農産物が生産さ

れていない中でのこの目標は極めて野心的かつ大胆なものでしたが、それまでの有機

農業普及の歩みを知っている者にとっては信じられないほどに高い目標であり、実現

への道筋を描くことが極めて困難なものに思われました。 

それでも果敢に挑戦しようとする自治体は令和４(2022)年度から次々とオーガニッ

クビレッジを宣言し、令和７(2025)年度末の宣言自治体は１５４を数えます。そして、

オーガニック給食に取り組む自治体は、令和６(2024)年度時点で、全国で３２８自治

体にまで広がっています。 

オーガニック給食は、有機農業者の安定的な販路確保だけでなく、こどもたちや保

護者が地域の農業や環境、食への理解を深める「食育」にとって大きな効果がありま

す。また、より安全安心な有機農産物は将来の社会の担い手であるこどもたちの心と

身体の成長に最も重要な学校給食から優先的に提供されるべきです。このような認識

の広がりとともに、国内各地でオーガニック給食が導入されてきました。 

第１回フォーラムの翌年の令和５(2023)年、オーガニック給食推進に賛同する自治

体、生協・農協等各種団体、生産者、流通・販売事業者、消費者、児童・生徒の保護

者等が全国オーガニック給食協議会を立ち上げ、第２回、そしてこの第３回のフォー

ラムを開催しました。３回目となる今回のフォーラムでは、将来の担い手である全て

のこどもたちにオーガニック給食を持続的に提供していくことの意義を改めて確認す

るため、様々なスピーカーに登壇いただき、８つのテーマの分科会も設け、活発に議

論を展開しました。 

その結果、オーガニック給食実現への努力によって、私たちの住む社会や地球が直

面している複雑かつ困難な課題を克服し、多様な人たちが価値観の違いを乗り超え連

携することで、現代社会を持続可能な社会に転換できることを、このフォーラムを通

して共有することができました。その共通認識のもと、今後取り組むべき方針を、次

のとおり宣言します。 
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１ 私たちの食 ―まずは、オーガニック給食から― 

私たちは、「こどもまんなか社会」の中でこどもたちが生命を輝かせてえがおで

健やかに成長することを願い、幼いうちから有機農産物の食習慣を身につけられる

１００％有機農産物の使用を目標にした無償の学校給食を全国で展開し、体験学習

中心の食と農の学びを取り入れた生命の大切さが実感できる学校教育の確立をめざ

します。 

２ 私たちの農 ―生命の源である環境を守る有機農業の実践― 

私たちは、無農薬・無化学肥料で微生物から始まる生命の連鎖を活かす有機農業

が、食の安全安心、自然生態系の保全、生物多様性の向上に貢献し、さらに土壌の

炭素貯留量を増やし団粒構造を改善させて、気候変動対策としてだけでなく地球上

のすべての生命を支える炭素の循環に極めて重要な機能を果たしていることを正し

く認識し、２０５０年の有機農業２５％の目標達成をめざします。 

３ 私たちのフードシステム ―市場原理から公正で民主的なフードシステムの実現― 

私たちは、現在の市場偏重型の生産・流通・消費・廃棄のフードシステムから、

それぞれの地域において自分たちの生命と健康を守る食料を自ら選択し、すべての

市民が食と農に積極的に関わることができる、公正かつ民主的なフードシステムの

確立をめざします。 

４ 私たちの住む社会・地球  ―持続可能な世界の実現― 

私たちは、すべての人々のウェルビーイングを実現するために何より重要なもの

が、生命の源となる食、食を支える農、農を成立させる環境、それらに取り組むま

ちづくりであることを確認し、その実践として オーガニック給食と有機農業を推進

して、すべての人々のえがおでつなぐ持続可能な世界の実現をめざします。 
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